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1. はじめに 

テラヘルツ波は、分析、通信、セキュリティ

など様々な分野における応用が見込まれてい

る。テラヘルツ波の発生として最も使われる方

法としてフェムト秒レーザーを用いた光伝導

アンテナがある。光伝導アンテナの性能（放射

強度、検出感度）を向上させるために表面プラ

ズモンを励起させるためのナノ構造を電極間

に配置し、GaAs 表面に照射されるレーザー光

を効率よく吸収し、GaAs 表面付近でのキャリ

ア生成をアシストすることを考えた。 

2. 作製工程 

作製する構造を図 3に示す。まず、フォトリ

ソグラフィーを行う。その次に AuGe/Ni の金

属薄膜を成膜し、その後リフトオフを行う。次

にアニール処理を行う。そして最後に FIB 加工

によりナノ構造を作製する。 

3. 評価方法 

 励起波長 800nmの Tiサファイアレーザーを

光伝導アンテナに照射し、くし型電極の構造に

よる反射率、透過率の違いから、ナノ構造によ

って効率よくレーザーを吸収できるかを検証

する。 

4. まとめ 

  

 

プラズモンの効果により光吸収の増強がで 

きるナノ構造の作製を確認した。 

 

Fig.1 Design drawing of the antenna to be 

fabricated in this study 

 

Fig.2 SEM image of electrode with periodic 

structure 
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